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国際ロータリー第2740地区
ガバナー  石坂　和彦

国際ロータリー第2740地区
ガバナー事務所

〒856-0832
長崎県大村市本町458番地2　中心市街地複合ビル1階
TEL0957-51-6439 FAX0957-51-7054
E-mail:ri2740ishizaka@octp-net.ne.jp

新年あけましておめでとうございます。石坂ガバナー年度もいよいよ折り返し点となりました。
2025年は巳年、蛇の年です。蛇は脱皮を繰り返しますが、地区としても古い皮を脱ぎ捨て、
大きく成長する年にしたいものです。今年も魅力的な情報を発信していきますので、皆様の
投稿を心よりお待ちしております。

WEBサイト

長崎空港

編 集 後 記

月信月信����������

長崎空港 開港50周年
大村の価値再発見伝

Re:discover the Value Omura
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Governor's　message

“ 新しい酒は、新しい革袋に盛れ！ ”

2024-25 年度　第 2740 地区　ガバナー　石坂　和彦

心新たなお気持ちで新春をお迎えになったこ

とと思います。

新年明けましておめでとうございます。

それぞれのロータリークラブでも、笑顔と共

に清々しいご挨拶が交わされていることで

しょう。

今すべての局面において、ロータリーが変わっ

ています。ロータリーの物語は、時の流れと

共に書き替えられてきました。

いつでも、"今日が出発点 ”です。一日一日が

出発点です。

つい先日、「クラブ」について興味ある記事と

出会いました。

『今日のようなクラブができたのは、１７世紀

後半のロンドン。当時のロンドンでは、コー

ヒーハウスが大流行して、共通の趣味や目的

を持った人たちが、コーヒーハウスの部屋を

定期的に借り切って集まりました。その集ま

りや、その部屋のことを「クラブ」と呼ぶよ

うになった、というのです。』（出典　こころ

のヒント）

クラブ・倶楽部・くらぶ、心地よい言葉です。

もちろん私どものロータリークラブは、

１９０５年から始まりました。ロータリーク

ラブは、この１２０年に奇跡といってよいく

らい成長発展を遂げています。人の集まりが

ロータリーです。ロータリークラブに入って

いただきたい方々が、まだまだたくさんおら

れます。これからの成長も楽しみです。

１年１年新しい息吹を感じる時が、ロータリー

にはあります。それが元日１月１日であった

り、ロータリー新年度７月１日であります。

気持ちを新たにするときです。日に日に新た

に日々精進です。

1月は職業奉仕月間です。一人一人の職業を

通じての奉仕が私たちロータリーの根本です。

“ 新しい酒は、新しい革袋に盛れ！ ”

ロータリーの価値の再発見！

ロータリーの輪を広げていきましょう！

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

1



ガバナー月信
GOVERNOR’S  MONTHLY   LETTER

社会奉仕セミナー報告

社会奉仕委員会委員長　髙比良耕一　（佐世保東南RC）

天候も良く、各 55クラブの皆様におおよそご参
加頂き、プラザおおむらの会場を埋められる状態
でした。また、職業奉仕委員会の皆様には当初よ
りご協力頂き、地区や大村ＲＣの皆様のご協力も
あり、スムーズな運営が出来たことに感謝申し上
げます。
このセミナーでは、近年、社会問題になってい
る中学校の部活動地域移行についての現状を周知
して頂き、また、その上で各クラブのリーダー方
と一緒にこのセミナーを考え「ロータリーとして
地域社会の課題をいかに解決に導き奉仕へ繋げる
か」にポイントを置き各クラブ様の新しい奉仕事
業にして頂きたいです。
パネルディスカッションでは、登壇者のそれぞ

れの立場から地域社会の課題に関するご専門的な
知見をわかりやすくご説明いただき、参加者の皆
様からも大変高い評価をいただきました。　また、
質疑応答の際には、多くの方が興味を持ち積極的
に参加している様子が見られ、講演及びパネルディ
スカッションが、セミナー全体の成功に大きく導
くことが出来たと感じております。アンケートに
もセミナー参加して、主旨に対する前向きな意見
が聞かれました。これからの地域社会にいかにロー
タリー会員が関わって行けるかの社会の課題の投
げかけになったと思います。
ロータリーのマジックが社会発展に貢献できる
ことを祈念致します。

「ロータリーとして地域社会の課題をいかに解決に導き奉仕に繋げるか」
日時：２０２４年１１月２４日（日）　受付 12：30～　　　13：00～ 16：00
場所：市民交流プラザ　プラザ大村　　大村市本町３２６番地 1
参加人数：55クラブ対象　　　　　　　参加人数　総合計　149 名（うち外部１4名）
　　　　　　地区役員　　　　10名
　　　　　　第 1G～第 5Ｇ　43名　　　　第 6Ｇ～第 10Ｇ　54名
　　　　　　運営スタッフ（来賓・講師・随行者・事務局含む）　42名

来賓及びパネルディスカッション登壇者
①　大村市長　園田裕史　様
②　長与町長　吉田愼一　様
③　リーフラス株式会社
　　　代表取締役　伊藤清隆　様　(2700 地区 )
④　長崎青少年育成振興協議会
　　　下津浦　朱門　様
⑤　株式会社梓書院
　　　代表取締役　田村志朗　様　(2700 地区 )
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第 5 回 YESS オリエンテーション 報告

国際青少年交換委員会委員長　徳永　隆信　（有田RC）

1.	開催概要
日時 :	2024 年 11 月 24 日
場所 :	諫早サンプリエール

2.	出席者	
・青少年交換委員
・選抜テスト合格者（新候補生）およびその家族
・スポンサークラブの代表者
・インバウンド生ホストファミリー

3.	実施内容
(1)	新候補生紹介
　先月のオリエンテーションにて行われた選抜
試験・面接を経て合格された以下の新候補生 4
名が候補生・保護者・スポンサークラブと共に
登壇されて意気込みと感謝の意を述べました。
2025-2026 年度アウトバウンド生となるべく、
英語力と共に 2740 地区親善大使として様々な
知識を 1年間学んでいきます。
・西山	蒼太郎（有田RC）・中山	らん（長崎北東RC）
・山之口	莉子（諫早北RC）・松崎	薫風
(2)	交換プログラムの説明
青少年交換プログラムの概要、スケジュール、
留学中の注意事項について説明しました。
・クラブ参加資格認定書　提出確認
・LINEWORKS 登録・YESS 登録・調整さんへ
の出欠連絡

・オリエンテーション参加費用の説明
・パソコン購入　説明
候補生とその保護者へ、
・プログラムに参加する際の心構えや規則を共有。
(3)	ROTEXからのアドバイス
「留学中に大切にすべき心構え」について講演。
主なポイント :
・異文化理解の重要性
・チャレンジ精神と柔軟性の必要性
・トラブル発生時の対応策
(4)	インバウンド生に関する情報交換
　各ホストクラブおよびホストファミリーとの
情報共有が行われました。
今年度から全てのホストファミリーに家族ルー
ルを事前に知らせられるように、アンケートを
実施しています。インバウンド生の現状と今後
のサポート方針について話し合いを実施。

4.	今後の予定
次回開催日 :	2024 年 12 月 22 日（日）
時間 :	午前 11時～
イベント名 :	クリスマスオリエンテーション
場所：諫早サンプリエール
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ロータリー財団セミナー報告

ロータリー財団委員会委員長　岡村　康司　（長崎南RC）

11月は「ロータリー財団月間」であり、毎年財
団の活動を知っていただくためのセミナーを開催
しています。今年は 11月 17 日㈰東彼杵会館で君
松尾延大君（地区補助金小委員長・長崎南RC）の
進行の下 13 時 30 分石坂和彦ガバナーの点鐘で
2024-25 のロータリー財団セミナーがスタートし
ました。
先ず、私岡村よりロータリー財団のRI における
立ち位置とこれまでの活動内容、それからセミナー
が必要な理由をあいさつ方々させていただきました。
財団は地区の委員会の中でも活動が多岐にわた
り、本来の補助金事業とともに国際奉仕活動も行っ
ているためメンバーの負担が重くなり後継者が見
つからないといった深刻な事情を抱えています。
また、ガバナーと地区財団の間に隙間が生じバラ
バラに活動しているような体をなしていたことも
ありました。（これは委員長である私の責任であり
ます）
このような問題に対処するため、現在当地区では
財団委員長がガバナー（パストガバナー）と密接
に連携をとる試みが為されています。今後は地区
と一枚板になった財団活動になると思っています。
私自身６年目の委員長で今回が最後のセミナーに
なります。
基調講演は長崎大学病院感染制御教育センター
副センター長の田代将人准教授（2021-22 グロー
バル補助金奨学生）を講師にお迎えして「ポリオ
（急性灰白髄炎）について」という演題で 40分に
わたる講演をいただきました。

この基調講演の他のセミナーは以下の通りです

・ロータリー財団補助金の仕組みについて
　駒井英基パストガバナー
・ポリオ撲滅までのＲ財団の活動について
　𠮷岡義治ポリオプラス委員長

・地区補助金の報告書について
　香月章彦資金管理委員長

今回はポリオを知ってもらうことに重点をおき
ました。

（4つの講演のあと）
辻　幸徳ガバナーエレクトより今回のセミナー
の総括 / 講評をいただき、受講者の財団への理解
が深まりました。予定通り 16時 30 分に無事終了
し、３時間という長い時間を感じさせない充実し
たセミナーでもありました。大変お忙しい中講師
を引き受けてくださった田代先生、遠方より出席
していただいた各クラブの関係者の方々、また会
場設営に携わった財団スタッフの皆さん、それか
らガバナー事務所の宮田さん平野さんありがとう
ございました。
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エンドポリオサイクルチャレンジ報告

ロータリー財団委員会委員長　岡村　康司　  （長崎南RC）

ポリオプラス委員会委員長　𠮷岡　義治　  （佐賀南RC）

公共イメージ委員会委員長　公門　新治（佐世保北RC）
国際ロータリー第 2750 地区宮崎陽市郎直前ガ
バナー（東京三鷹 RC）（ARPIC) がポリオ根絶活
動のより一層の周知のために、2740 キロのサイク
リングチャレンジを行われました。2年前の 2022
年 10 月「世界ポリオデー」のイベントとしてサイ
クリングチャレンジ日本縦断　南北（北海道　宗
谷岬～九州鹿児島　佐多岬）を行われ、全国の新
聞や、テレビの取材を受け、ロータリーが取り組
むポリオ根絶活動を広めると共に、寄付を 2000
万円集められました。
目標額の2750万円を達成することが出来なかっ
たとの事で、今年の 10 月 1 日から、サイクリン
グチャレンジ 2024 として再度日本縦断　東西（北
海道納沙布岬～九州　佐世保　神崎鼻岬）を敢行
されました。
総走行距離　2740	Km,　獲得標高　18900 ｍ
ゴール地点が、当地区 2740 地区内でありまし
たので、地区イベントとして、ゴールセレモニー
をさせていただきました。
前日は、久留米に入られ、第 2700 地区野崎ガ
バナー他、地区の方の歓迎を受けられたそうです。
翌日のゴール当日は、雨予報で朝からサポートス
タッフの田嶋諒一様（東京ピースウイングロータ
リー Eクラブ）と連絡を取りながら準備を進めま
した。
ゴール 1 時間前には、大雨警報が発令され、
準備スタッフもびしょ濡れになりながらゴール
アーチを作成しました。報道関係者からも決行す

るかの確認が入る程の大雨でした。
到着予定時刻を過ぎ、ゴール地点で、皆が静か
に見守る中、赤いエンドポリオのＴシャツを着用
された、宮崎パストガバナーの姿が見えました。
先程まで降っていた大雨が嘘のように病み、颯爽
とエンドポリオナのバルーンで作成されたアーチ
へとゴールされ、拍手と感動の渦を巻き起こりま
した。
第 2740 地区石坂ガバナーより歓迎のメッセー
ジと地区からの寄付金を、花島パストガバナーよ
り記念品、緒方パストガバナーパートナーより、
記念の花束を贈呈しました。
地元メディアよりインタビューを受けられ、ゴー
ル寸前の大雨の中で、あわや大惨事になるかとい
う事故もあったそうです。まさに命がけのチャレ
ンジを終えられましたが、数日後の韓国ソウルで
のロータリー韓日親善会へ参
加されるとの事で、足早に旅
立っていかれました。
Raise	 for	 Rotary	 Cycling	
Challenge
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米山学友会総会・交流会報告

第 2740 地区米山奨学会・学友会　　劉　鴻源

奨学生の感想（※ 1）
米山奨学生として総会に参加できたことに感謝
の気持ちでいっぱいです。この貴重なイベントで
は、自国の料理を紹介し、他国の料理を味わう貴
重な機会を得るとともに、異なる文化に触れる楽
しさを実感しました。多くの参加者から「美味し
い！」という声をいただけたことに誇りを感じる
とともに、温かい反応が励みとなりました。
食事を楽しみながら、奨学生たちは民族衣装を
身にまとい、自国のパフォーマンスを披露する機
会を得ました。さらに、カウンセラーやクラブの
会員の皆さんと共にゲームを楽しむ中で、協力し
合いながら素晴らしい時間を過ごせたことは、大
変有意義な思い出となりました。この交流会を通
じて、異文化交流の重要性を再認識し、母国と日本、
そして国際平和のために貢献したいという気持ち
が一層強くなりました。

学友の感想（※ 2） 
2024 年度の「総会・交
流会」にお招きいただき、
心より感謝申し上げます。
卒業後もこのような素
晴らしい機会に関わるこ
とができることに心から
感謝しています。海外に
行かなくても、各国のお
当番料理を美味しくいた
だき、また素晴らしいパ
フォーマンスを拝見でき
たことは本非常に貴重な経験でした。ロータリー
のおかげで、世界中の優れた学生たち及び各業界
で活躍する優秀なロータリーアンが一堂に会し、
それぞれの独自の考えやアイデアを共有する貴重

な機会を得ることができました。このような経験
を通じて、参加者同士が親しくなり、たくさんの
学びと感動を得ることができました。異なる立場
での参加を通じて、物事の捉え方に新たな視点を
得ることもできました。今後も人と人とのつなが
りを大切にし、国際平和および多文化共生の理念
を広め、社会に貢献できるよう努めてまいります。	

※１　奨学生の皆さまの感想をまとめたものを寄稿
※ 2　学友の皆さまの感想をまとめたものを寄稿

総括 
この総会・交流会を通じて、異文化理解が一層
深まりました。共に時間を過ごし、まるで家族の
ように親しくなれたことは、非常に素晴らしい経
験でした。来年も学友会総会と交流会をさらに盛
り上げ、より多くの方々と貴重な交流を深めてい
けることを心より願っております。これからも、
多文化共生と国際平和の理念を広めるために力を
尽くしてまいりますので、引き続きご支援賜りま
すようお願い申し上げます。
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下半期地区主要行事予定表

月 特別月間 日・曜日 ガバナー事務所 日・曜日 地区委員会 日・曜日 クラブ

１
月

職
業
奉
仕
月
間

11日（土）アクションプランセミナー 17日（金） 諫早RC65周年

15日（水）職業奉仕WEB勉強会

19日（日）RLI研修（ZOOM）

２
月

平
和
構
築
と
紛
争
予
防
月
間  

9日~13日 国際協議会（米国・オーランド）2日（日） 補助金管理セミナー

8日（土） 佐賀南RC40周年

9日（日） RLI研修（ZOOM） 8日（土） 唐津東RC60周年

15日（土） 諫早西RC40周年

22日（土）IA後期指導者研修会 16日（日） 第3G　IM

３
月

水
と
衛
生
月
間

9日（日） 地区チーム研修セミナー
（GE事務所） 2日（日） 第9.10G　IM

8日（土） 2024年度
米山記念奨学生修了式 5日（水） 第6G　IM

16日（日）卒後研修
(ファシリテーター育成プログラム) 8日（土） 多久RC40周年

18日（水）職業奉仕WEB勉強会 15日（土） 第4G　IM

22日（土） 第7・8G　IM

４
月

環
境
月
間

17日（木）
~18日（金） クラブ活性化セミナー2025

国際青少年交換セミナー 11日（金） 佐賀北RC55周年

20日（日） PETS（GE事務所）

19日（土） 第5G　IM

22日（火） 大村RC65周年

５
月

青
少
年
奉
仕
月
間

10（土）
~11日（日） 全国RYLA研究会・広島会議

11日（日） 地区研修・協議会（GE事務所） 20日（水）職業奉仕WEB勉強会

15日（木） 第4回諮問委員会 RYLA

６
月

ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦

活
動
月
間

21日~25日 国際大会（カナダ:カルガリー）

13日（金） 新旧ガバナー補佐交代式

2025年
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グ
ル
ー
プ

クラブ名
例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　
計

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新
入
退
会
増
減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　 賀 4 70.0 78 9 79 9 1 0 1 1 

小　 城 4 60.0 28 4 30 4 0 0 0 2 

牛　 津 4 69.9 29 0 30 0 0 0 0 1 

多　 久 4 76.5 36 6 35 6 0 0 0 -1 

佐賀大和 4 59.4 24 6 24 6 0 0 0 0 

小 計 67.2 195 25 198 25 1 0 1 3 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 68.3 36 4 40 4 1 0 1 4 

佐 賀 北 3 69.3 44 3 44 3 0 1 -1 0 

佐 賀 南 4 71.3 46 6 49 6 0 0 0 3 

神　 埼 4 70.9 39 4 39 4 0 0 0 0 

佐賀空港 3 53.0 16 0 17 0 0 0 0 1 

小 計 66.6 181 17 189 17 1 1 0 8 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　 田 4 76.0 31 2 26 2 0 0 0 -5 

武　 雄 3 83.0 44 3 43 2 0 0 0 -1 

鹿　 島 4 93.8 28 5 28 5 0 0 0 0 

嬉　 野 4 83.0 26 2 26 2 0 0 0 0 

大　 町 4 68.3 15 0 15 0 0 0 0 0 

太　 良 4 94.4 9 0 9 0 0 0 0 0 

小 計 83.1 153 12 147 11 0 0 0 -6 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　 津 4 84.4 54 0 56 0 0 0 0 2 

伊 万 里 4 89.7 27 0 28 1 0 1 -1 1 

唐 津 東 4 85.6 49 2 50 2 0 0 0 1 

唐 津 西 4 83.6 25 0 26 0 0 0 0 1 

伊万里西 4 87.4 34 5 34 5 0 0 0 0 

唐津中央 4 82.5 33 4 34 4 0 0 0 1 

小 計 85.5 222 11 228 12 0 1 -1 6 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 61.7 73 0 74 1 2 2 0 1 

平　 戸 4 67.0 23 4 23 4 0 0 0 0 

北 松 浦 5 87.7 23 2 26 2 0 0 0 3 

佐世保西 4 64.1 21 4 23 5 0 0 0 2 

松　 浦 5 82.3 23 0 26 0 0 0 0 3 

小 計 72.6 163 10 172 12 2 2 0 9 

グ
ル
ー
プ

クラブ名
例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　
計

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新
入
退
会
増
減

第
６
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 南 4 100.0 58 2 59 2 0 0 0 1 
佐 世 保 東 4 65.9 27 1 26 1 0 0 0 -1 
佐世保北

（衛星クラブ14名） 3 93.3 52 5 53 5 0 0 0 1 

佐世保中央 4 85.6 54 3 54 3 0 1 -1 0 
佐世保東南 3 73.0 27 0 29 1 1 0 1 2 
HTB佐世保 5 72.8 23 3 23 3 1 0 1 0 
小 計 81.8 241 14 244 15 2 1 1 3 

第
７
グ
ル
ー
プ

大 　 村 4 82.4 39 4 42 4 0 0 0 3 
島 　 原 4 80.3 29 2 27 2 0 1 -1 -2 
大 村 北 4 91.8 23 1 25 1 1 0 1 2 
島 原 南 2 55.5 18 3 18 3 0 0 0 0 
大 村 東 3 78.1 36 6 36 6 0 0 0 0 
小 計 77.6 145 16 148 16 1 1 0 3 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫 　 早 4 61.9 72 0 74 0 1 0 1 2 
諫 早 北 4 75.4 76 3 76 3 1 0 1 0 
諫 早 西 4 87.5 49 3 50 3 0 0 0 1 
諌早多良見 4 82.4 27 2 27 2 0 0 0 0 
雲仙 諫早南 2 79.2 13 4 12 3 0 0 0 -1 
小 計 77.3 237 12 239 11 2 0 2 2 

第
９
グ
ル
ー
プ

長 　 崎 4 79.7 61 2 63 2 2 0 2 2 
福 　 江 3 65.2 28 0 30 0 0 0 0 2 
長 崎 北 東 3 74.3 36 2 37 2 1 0 1 1 
福 江 中 央 4 87.8 18 1 18 1 0 0 0 0 
長 崎 西 5 71.9 35 1 35 1 0 0 0 0 
長 崎 琴 海 3 66.7 7 0 7 0 0 0 0 0 
小 計 74.3 185 6 190 6 3 0 3 5 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 75.9 71 1 72 1 0 0 0 1 
長 崎 南 3 71.2 69 0 70 0 0 0 0 1 
長 崎 東 4 79.6 42 2 41 2 0 0 0 -1 
長崎みなと

（衛星クラブ10名） 4 82.4 24 1 34 7 0 0 0 10 

長 崎 中 央 3 90.6 43 2 44 2 1 0 1 1 
長 崎 出 島 3 91.8 73 10 73 10 0 0 0 0 
小 計 81.9 322 16 334 22 1 0 1 12 

55クラブ合計 77.2 2,044 139 2,089 147 13 6 7 45 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は 2024 年 7 月 1 日から 2024 年 10 月末までの増減です。

　2024 年 10 月会員数・出席報告
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新会員紹介　私たちの新しい仲間になられました方々を紹介します。

佐賀RC 佐賀西RC 佐世保RC 佐世保RC 佐世保東南RC HTB佐世保 RC
阪口由美  君 新ヶ江龍  君 川原　譲  君 山縣千穂  君 服部洋也  君 髙村耕太郎  君

西日本新聞社 佐賀総局
総局長

㈱クエスト
取締役会長

 ㈱カワハラネオン広告
代表取締役

㈱デフィー
代表取締役

GODO 不動産
営業

ハウステンボス㈱
代表取締役社長執行役員

大村北RC 諫早 RC 諫早北 RC 長崎 RC 長崎RC 長崎北東RC
畑上　翼  君 森　福弘  君 下田　聡  君 伊藤　真  君 宮﨑長一郎  君 桂木　一  君

㈱畑上工業
代表取締役

モリ設備
代表

西日本シティ銀行
諫早支店支店長

日本銀行長崎支店
支店長

㈲宮﨑薬局
代表取締役 

㈱栞総建
取締役

謹んで
ご冥福をお祈り
申し上げます。

長崎中央RC 伊万里RC
原川忠久  君 黒川幸彦　君

㈱ガードサービス長崎
代表取締役 享年 69 歳

※氏名の下部は勤務先、役職※今月号に掲載が間に合わなかった新会員の方のご紹介は、次号に掲載させていただきます。

物故者

米山記念奨学会
種　類 氏　名 クラブ名

米山功労者
メジャードナー

宮﨑　清彰 諫早北 RC
岩崎　邦臣 佐世保西 RC

米山功労者
マルチプル

岩本　　亨 唐津 RC
宗　　博美 佐世保南 RC
一田　晶壽 佐世保南 RC
比良　孝蔵 大村北 RC
﨑永　　剛 長崎北 RC
安田　伸幸 長崎中央 RC

米山功労者

山本　隆治 長崎中央 RC
海田　　努 長崎出島 RC
亀川　忠信 長崎出島 RC
阿宇野　仁 長崎出島 RC
手塚　勝治 長崎出島 RC

米山功労クラブ 長崎北 RC

ポリオ・ワンコイン BOX 報告
今月分 BOX 金額 1,483,435 円 
累計金額 1,946,994 円 

ロータリー財団
種　類 氏　名 クラブ名

メジャードナー 菊地　廣行 大村北 RC
塚﨑　　寛 長崎中央 RC

マルチプル・ポール・
ハリスフェロー

立花　　巌 牛津 RC
山本　康徳 牛津 RC
今泉　昭博 牛津 RC
宗　　博美 佐世保南 RC
天本　俊太 長崎 RC
鳥巣　維文 長崎 RC
川原　　強 長崎 RC
安田　伸幸 長崎中央 RC

ポール・ハリスフェロー

藤岡　良規 長崎 RC
平村　和弘 福江 RC
宮本　　剛 長崎北 RC
中島健太郎 長崎東 RC

ポリオプラス
作元　誠司 佐世保南 RC
池田　正喜 佐世保東南 RC
末永　建男 長崎南 RC

恒久基金
岩崎　邦臣 佐世保西 RC
春藤　貴博 松浦 RC
浦中　勝美 長崎南 RC

寄付者紹介　御厚意に深く感謝申し上げます。認証者の方を記載いたします。
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2024-25年度
国際ロータリー第2740地区
ガバナー  石坂　和彦

国際ロータリー第2740地区
ガバナー事務所

〒856-0832
長崎県大村市本町458番地2　中心市街地複合ビル1階
TEL0957-51-6439 FAX0957-51-7054
E-mail:ri2740ishizaka@octp-net.ne.jp

新年あけましておめでとうございます。石坂ガバナー年度もいよいよ折り返し点となりました。
2025年は巳年、蛇の年です。蛇は脱皮を繰り返しますが、地区としても古い皮を脱ぎ捨て、
大きく成長する年にしたいものです。今年も魅力的な情報を発信していきますので、皆様の
投稿を心よりお待ちしております。

WEBサイト

長崎空港

編 集 後 記

月信月信����������

長崎空港 開港50周年
大村の価値再発見伝

Re:discover the Value Omura

長崎空港は長崎県の中央に位置する大村湾に浮か
ぶ箕島を埋め立てた世界初の海上空港として、1975年

（昭和50年）に誕生しました。
箕島は、大村湾に浮かぶ面積約90万㎡、周囲7kmの

小島で、13世帯66人が暮らしていましたが、空港建設
のため移転に合意、1972年（昭和47年）から建設工事
が開始され、約3年の期間と18億円の建設費を投じて、
約154万㎡の用地を造成し今の長崎空港に至っています。

長崎空港は現在、国内線・国際線合わせて12路線
が定期便として就航しており、年間約320万人のお客様
が利用されています。昨年10月からは定期国際路線とし
て韓国ソウル線が復活し、長崎空港の利便性もさらに高
まっております。

また、今年長崎空港は開港50周年を迎え、長崎の空
の玄関口として、さらなる発展が期待されています。


